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まえがき
　
   人口増加が続く中で，食糧増産を進めるには，多様な特性を備えた植物遺伝資源を利用した生
産性の高い品種の開発が必要です．特に，地球温暖化によって国内で新たな病虫害や生理障害の
発生が懸念され，それらに対応するために新たな耐病虫性等を備えた品種開発が求められていま
す．しかし，平成 29 年 8 月に名古屋議定書国内措置が発効し，海外遺伝資源のアクセス方法が
整備された反面，新たに海外から遺伝資源を導入する際には，提供国政府による「情報に基づく
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本誌に掲載された全ての論文は，open access としてジーンバンクのウェブサイト (http://www.
gene.affrc.go.jp/publications.php#plant_report) および農研機構機関リポジトリ (https://repository.naro.
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